
 

 

 

 

 

 

 

これからの学校づくり、これからの地域づくりに向け、学校・地域・保護者の三者がゴールを

共有し、連携・協働に向け、対話・熟議が深まるなど、学校運営協議会のさらなる充実に向け、

“学校運営協議会サポート”をスタートしました。数校からご希望をいただき、早速、今後に向

けての雑談のために訪問させていただいています。 

その中で、鳥羽小学校で素敵な取組が始まっていました。 

鳥羽小学校が昨年学校運営協議会の熟議の中で生ま

れたのが“Love Toba 大作戦”というテーマです。そ

のテーマを実感するために、学校運営協議会のメンバ

ーのみなさんは、4年生と一緒に林崎掘割を歩いてみる

など思案してきました。そして昨年度末の学校運営協

議会でそのまとめとして、2023年度を見通しての熟議

がおこなわれました。その熟議のまとめが校長室にはられていました。  

そこには地域をフィールドにしながら、学校を環境教育の拠点にするプ

ランや、コロナ禍を経験した中で、防災という視点から“自助＆共助”の

バランスを考える中で、 “気持ちが共助できる”という視点で考えてみるなど、熱い熟議が伝わ

ってきます。こうしたグラフィック化されたまとめをみていると、ファシリテーターの存在が熟

議の質を高めるということを感じさせていただきました。 

 そして年度末の学校運営協議会の熟議を受け、校長先生が考えられたのが「道徳の研究とリン

クした地域単元構想案」です。“地域をフィールドとし、気持ちが共助できる 1年生から 6年生

までの学びのストーリー”を構想されようとしているのが伝わってきます。 

そんな地域をフィールドにした学びに生

きてくるのが、2014年に鳥羽野々上自治

会さんが地域の変化を「まちのすがた 

今・昔 ～次世代への確かな伝承～」とい

う形でまとめられた冊子です。地域の方が

タイミングよく持ってこられたそうです。

こうした資料をまとめられた方が近くにい

るというのは心強いのではと思います。鳥

羽の歴史から、地域の現状、そして未来へ

の展望など、子どもたちが地域を知る上

で、いろいろな学年で活用できるのではと思います。1・2年は地域に浸り、3年生は環境を、4年
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生は福祉をスコープに地域を見つめ、5・6年生は学校づくりから地域づくりへ

と参画の意識を高めていくような学びのストーリーの中で、どんな形で活用さ

れていくのか楽しみです。また、そうした子どもたちの学びを通して、保護者

世代も改めて自分の住んでいる地域を知り、目を向けていくことにつながるの

ではと思います。それが冊子のサブタイトルにもある、“次世代への確かな伝

承”になるんだろうなと思います。 

 また、1年生の教室に入学後から子どもたちのサポートとして卒業生の保護

者が 1年生の教室に入っておられました。スクールガードをされていた保護者の方がお子さんが

卒業後もスクールガードとして、地域の子どもたちに付き添いながら登校し、そのまま給食の準

備あたりまで、教室で子どもたちを見守ってくださっているとのことでし

た。お話をお聞きすると、「自分ができる時にできる時間内だけ、ゆるーく

活動させてもらっています」と言われていましたが、この指とまれ方式の

「ゆるーく」が大切なんだろうなと思います。こうしたところにも“Love 

Toba”精神が広がってきているんだなと感じました。 

“2023年度版 明石のコミュニティ・スクール”ができあがりました。明石市

教育委員会のホームページにもアップしていますので、一度ご覧いただけた

らと思います。

（http://www.edi.akashi.hyogo.jp/kyoiku/gakkou_kyouiku/komisuku/pdf/2023AkashiKomisuku.pdf） 

明石市ではコミュニティ・スクールを “人が育つ仕組づくり”として位置

づけています。 

社会が変われば、そこで求められる資質・能力も変わってきます。その資

質・能力を育む仕組も変わっていく必要があります。 

社会は「工業化社会」から、「情報化時代」・「超スマート社会」へと変化してきました。し

かし、教育現場においては高度経済成長期の「工業化社会」を支える人材として必要な資質・能

力を育む仕組から、「情報化時代」・「超スマート社会」で生き、社会を創っていくために必要

な資質・能力を育む仕組への転換がうまくいっていないことが、このコロナ禍の中で浮かびあが

ってきたのではと考えます。こうした時代を予想して 1996年中央教育審議会答申でだされた「生

きる力」が 30年近くを経てもまだ引き継がれているのは、未来を創る子どもたちを育む仕組への

転換がまだまだ実現されていないからだと考えます。 

今回の学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」が強調されています。それは「非認知

スキル」を強く、意識したからではと考えます。「非認知スキル」は学校の中だけで育まれるも

のではなく、地域社会とつながる中で、「自然」「地域」「文化」「人」等に触れ、支え、支え

られ、“多様な考え・価値観・学び・夢”等に触れる中でじわじわと育まれるものだと考えま

す。「非認知スキル」を地域社会全体で育んでいくためには学校の中だけでの学びから、学びを

開いていく仕組が必要です。認知スキルと非認知スキルのバランスのとれた人が育つ学びの仕組

を創っていくのが、明石のコミュニティ・スクールです。今年度はそんな仕組を創る推進力とな

る対話に焦点を当てています。コロナ禍のトンネルから抜け出そうとしている今、日本の学校は

分岐点に立っていると考えます。過去に戻るのではなく、「新たな価値を創造する」学びの実現

に向け、未来への一歩を踏み出すための対話が広がっていけばと願っています。（文責：北本） 
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